
１  水 道 料 金 調 定 関 係 １ ． ４ 月 期 の 経 営 状 況
単 位 　 ( 1 )  予 算 執 行 状 況 等 に つ い て
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２ 　 下 水 道 使 用 料 調 定 関 係
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３  給 水 業 務 関 係 ・ 下 水 道 事 業
単 位 　 　 ア  収 益 的 収 支
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２ ． 今 月 の 出 来 事
４ 　 排 水 設 備 業 務 関 係

単 位

1 8 排 水 設 備 工 事 確 認 申 請 件

1 9 排 水 設 備 工 事 完 了 検 査 件
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７  受 益 者 分 （ 負 ） 担 金 徴 収 関 係
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2 7 　 ( 2 ) 職 員 会 議 を 開 催 し ま し た

2 8
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特　　記　　事　　項

令和４年４月期　業務実績報告書（経営総務課）
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　 ( 1 ) 登 米 市 議 会 ４ 月 特 別 議 会 に つ い て

当 期 の 収 入 は 、 工 事 負 担 金 や 加 入 金 な ど 1 , 7 6 8 千 円 の 執 行 と な り ま し た 。 支 出 は 、 建 設 改

良 費 と し て 機 器 整 備 費 や 職 員 給 与 費 な ど を 含 む 事 務 費 と し て 1 6 , 4 2 7 千 円 を 執 行 し ま し た 。

当 期 の 給 水 収 益 は 1 8 7 , 5 9 6 千 円 （ 税 込 ） で 、 前 月 期 に 比 べ て 1 1 , 7 9 0 千 円 の 増 、 対 前 年 同 月

比 で は 2 8 6 千 円 の 減 と な っ て い ま す 。 営 業 収 益 は 1 8 8 , 0 0 8 千 円 、 営 業 外 収 益 は 事 務 手 数 料

5 , 3 7 8 千 円 を 含 む 5 , 4 2 0 千 円 と な り ま し た 。

当 期 の 営 業 費 用 は 職 員 給 与 費 や 動 力 費 な ど 2 7 , 2 9 7 千 円 、 特 別 損 失 は 8 2 千 円 を 執 行 し ま し た 。

当 期 の 下 水 道 使 用 料 は 6 9 , 9 5 4 千 円 （ 税 込 ） で 、 前 月 期 に 比 べ て 5 , 7 3 3 千 円 の 増 、 対 前 年 同

月 比 で は 2 , 2 4 4 千 円 の 増 と な っ て い ま す 。 営 業 収 益 は 6 9 , 9 5 5 千 円 、 営 業 外 収 益 は 、 他 会 計 補

助 金 や 負 担 金 な ど 5 0 1 , 5 4 9 千 円 を 執 行 し ま し た 。

当 期 の 営 業 費 用 は 流 域 下 水 道 管 理 運 営 費 や 委 託 料 な ど 3 1 , 3 5 8 千 円 、 特 別 損 失 は 地 震 な ど に

伴 う 下 水 道 料 金 減 額 分 と し て 7 7 千 円 を 執 行 し ま し た 。

当 期 の 収 入 は 、 国 庫 補 助 金 7 7 千 円 と な り ま し た 。 支 出 は 、 建 設 改 良 費 と し て 事 務 費

2 , 3 1 5 千 円 を 執 行 し ま し た 。

【

４ 月 2 6 日 （ 火 ） 令 和 ４ 年 登 米 市 議 会 ４ 月 特 別 議 会 が 開 催 さ れ 、 「 令 和 ４ 年 度 水 道 事 業 会 計

補 正 予 算 第 ２ 号 」 及 び 「 令 和 ４ 年 度 下 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 第 １ 号 」 が 審 議 さ れ 、 原 案 の と

お り 可 決 さ れ ま し た 。

今 回 の 補 正 予 算 は 、 ３ 月 1 6 日 に 発 生 し た 福 島 県 沖 地 震 に よ り 被 害 を う け た 施 設 の 災 害 復 旧

対 応 費 用 の 追 加 及 び そ の 復 旧 費 に 充 て る た め の 企 業 債 を 追 加 し た も の で す 。

〇地震による施設の被災状況
【米谷大橋橋梁添架管から漏水している様子】

４ 月 ４ 日 （ 月 ） に 第 １ 回 職 員 会 議 を 開 催 し ま し た 。 上 下 水 道 部 は 、 地 方 公 営 企 業 法 第 3 9

条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 地 方 公 務 員 法 の 適 用 が 一 部 除 外 さ れ て お り 、 時 間 外 勤 務 に つ い て は

労 働 基 準 法 第 3 6 条 の 規 定 に よ り 管 理 者 と 職 員 と の 間 で 協 定 を 締 結 す る 必 要 が あ り ま す 。 双

方 で 協 定 内 容 に つ い て 協 議 し た 結 果 、 協 定 案 は 承 認 さ れ 、 協 定 書 並 び に 関 係 書 類 を 瀬 峰 労

働 基 準 監 督 署 に 提 出 し ま し た 。

【合併浄化槽が液状化により
浮上し破損している様子】



経営分析の状況 経営分析の状況
◎ 配水量の状況 （単位：㎥） ◎ 処理水量の状況 （単位：ｍ3）

◎ 主要な建設改良事業の状況 （単位：件・千円）

※流域関連特定環境保全公共下水道及び浄化槽については有収水量を記載。

特記事項 ◎ 主要な建設改良事業の状況 （単位：件・千円）

１ 沈殿池の清掃作業を実施

※金額は、工事＋委託（事務費・人件費含む）の合計金額を記載。件数は、更新工事を除いた件数を記載。

特記事項

〇浄化槽整備事業受付状況

２　登米市水道事業施設統廃合計画説明会を開催 ◎ 漏水調査結果について （４月末現在）

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） 対計画 (B)-(C)

 総配水量 779,645 779,645 741,570 763,897 38,075

813,654 46,282 272,728 267,982 4,746 総取水量 839,022 839,022 792,740

3,696

※ 当月期の最大配水量は、21日（木）に記録した【26,912㎥】です。

件数 金額
主要な建設改良事業

予　算 （Ａ） 施工中 （Ｂ） 竣　工 （Ｃ） 残額（Ｄ）

【1号沈殿池清掃作業状況】

△ 173 　豊里処理区

15,748 特定環境保全公共下水道

31,168

53,413 53,584 △ 171

令和４年４月期　業務実績報告書（水道施設課・下水道施設課）
水　道　施　設　課 下　水　道　施　設　課

項　　目
当月実績 実績累計 計画累計 前年累計 比　較　（Ｅ）

対前年度(B)-(D) （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） 対前年度(B)-(C)

25,368 272,728

3処理場

 １ 有効水量 679,689 679,689 680,950 679,456 △ 1,261 233 　米谷・錦織処理区 10,947 10,947 11,655 △ 708

53,413

流域関連特定環境保全公共下水道（石越） 11,973

31,168 30,216 952

  (2) 無収水量 40,593 40,593 45,550 40,187 △ 4,957 406 　津山処理区 11,298 11,298 11,713 △ 415

  (1) 有収水量 639,096 639,096 635,400 639,269

11,973 13,260 △ 1,287

  (1) 漏水量 99,909 84,391 60,000 84,391 24,391 24処理場0 農業集落排水 110,394 110,394 114,088 △ 3,693

 ２ 無効水量 99,956 84,441 60,620 84,441 23,821 0

9,794 9,253 542

 ３ 有収率 81.97% 81.97% 85.68% 83.69% -3.71%

  (2) その他無効水量 47 50 620 50 △ 570 0 　迫地区 9,794

　中田地区 31,217 31,217 31,054 162

-1.71% 　東和地区 2,723 2,723 3,191 △ 468

44,961 44,961 48,665 △ 3,704

　豊里地区 1,930 1,930 1,964 △ 34

執行率
件数 金額 件数 金額 40,951 1,004 2,015基(A)-(B+C) 浄化槽（特地・個排） 41,955 41,955

　南方地区 19,769 19,769 19,961 △ 192 R4.4.1時点

合　　計 490,463 490,463 489,8640.0%浄 水 施 設 整 備 事 業 6 64,020 0 0 0 0 64,020

0 1,073

配水管 4 4.200

※ 件数及び金額は、工事＋委託（事務費・人件費含む）の合計です。

配給水施設整備事業 42 1,097,060 0 0 0 3,023 1,094,037 0.3%

20 60

主要な建設改良事業
予　算 （Ａ） 施工中 （Ｂ） 竣　工 （Ｃ）

執行率

1 25,000 0 0 0 0 25,000 0.0%

82 342,224

(A)-(B+C)

ポンプ施設整備事業

530,725

0 1,244 294,496

予定件数

 【漏水調査結果：４月】
  ※参考：漏水量削減効果
　　　　（金額換算）
　　　　  約38,002円/日当たり
　  算定：R3年度給水原価  277.79円
　　　　  累計漏水量     5.700㎥/h
　　　    5.700㎥/h×24h×277.79円

漏
水
調
査
結
果

施設 件数
漏水量
(㎥/h)

２ 公共ます・管路情報などの提供図面の有償化について

0

項　　目
当月実績 実績累計 前年累計

付属施設 0 0.000

46,484

80

給水装置 1 1.500

計 5 5.700

１ 浄化槽整備推進事業の受付状況

比較（Ｄ）
備考

公共下水道（迫・中田・登米・南方） 1処理場

処理施設整備事業 13.9%

残件数

0.4%

残額（Ｄ）

件数 金額 件数 金額 件数 金額

599

　米山地区

受付件数

管路整備事業 13 532,766 0 968
４月６日(水)、保呂羽浄水場において、１号沈殿池の清掃作

業を行いました。

この作業は、各池に汚泥が過剰に堆積すると、薬品による凝

集沈殿効果の阻害等浄水処理に影響を及ぼすことから定期的に

清掃を行っております。 なお、２号沈殿池は13日（水）、３

号沈殿池は27日（水）にそれぞれ清掃を行いました

４月20日（木）、東和総合支所において、東和町行政区長を対象

に登米市水道事業施設統廃合計画説明会を開催しました。

説明会は、この計画により東和町域の浄水施設等が統廃合の中核

となることから開催したものです。

区長からは「生活に必要な量の確保をしてもらえればかまわない。

上下水道は生活の根幹であるため、上下水道一体で頑張ってもらい

たい。」などの意見がありました。

なお、米谷地区の行政区長及び自治会長を対象とした説明会を５

月13日（金）に開催することとなりました。
令和３年度における公共ます・管路情報などの照会については、総数で898件ほどの問い合わせがあり、

令和４年４月より図面の提供については、実費相当額（図面コピー代）を負担頂くこととなりました。この

ことから、従来対応を行っていたＦＡＸやＥメールでの照会に伴う図面の提供については、廃止することと

なりました。

令和４年度における浄化槽整備基数は80基を予定しています。４月期

の浄化槽設置に伴う申請は、令和３年度分も含め20件を受付しており、

早期の事業着手を目指し現地調査などの作業を進めています。

※浄化槽整備推進事業は、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る

ため、市が設置主体となり、公共下水道事業及び農業集落排水事業の計

画区域以外の地域に合併処理浄化槽の整備を推進しています。


